


























Ｈ21・6月 13歳

・ある時、急にパニックになり物を投げたり、暴れた後、ビスケットの軽自動車のリ
ヤガラスに頭突きをし怪我をする。その日は公園でも遊ぼうとせず、食事も進ま
ないようだった。

・４月から中学生になり、環境や先生が変わりストレスが多くなっていたらしい。
(特別支援学校先生より）

・この頃から服薬開始（家族が病院とよく相談し、調整していた）

・ケース会議では「ダメ、×」の使い過ぎが原因か？注意していこうとなった。



・ｈ21年6月にパニックによる事故があたったが、学校生活にも慣れ、薬の調整も
良くできているようで本人は落ち着いている。パニックもほとんどない。

・80ピースのパズルを30分程かけて完成させる集中力もついてきた。

・動物が好きで家族とはよく動物園に行っている。

・しかし、散歩は犬を見るために歩いており、わざと犬を興奮させ吠えさせようと
する。

Ｈ22・12月 14歳

行動援護 1人体制に
なりました！



居宅介護等計画 Ｈ22.12月 14歳



2012 （Ｈ24）



2014 （Ｈ26）



【サービス内容】

種類
□ 身体介護 □ 家事援助 □ 通院介助（身体介護を 伴わない） □ 行動援護

□通院等乗降介助 □ 同行援護 □ 重度訪問介護 ■ 移動支援

サ
ー
ビ
ス

１

援助項目 サービスの内容 留意事項
支援前の確認・外出準備 ・体調、最近の様子、支援の内容を確認します。 ・持ち物や服装

の確認をします。
※あいさつをきちんと行う
※本人が自らできるように見守りや
声かけをしていく。

外出時のサポート ・交通ルールや外出先のルールを意識してもらいながら外出しま
す。 ・買い物／持参し
た金額で買い物できるようサポートします。 ・できるだけ身体を動かせ
るような活動を行います。

食事中の見守り・服薬確
認・水分補給

・食事中は見守りを行い、食後は忘れずに服薬を促します。 ・水分補給を促
します。

トイレ誘導・着替え ・外出前、様子を見ながらトイレの声かけを行います。 ・必要に応じて
着替えを促します。

帰りの確認 ・片付けをし、忘れ物がないかを自分で確認できるよう声かけを行います。

種類
□ 身体介護 □ 家事援助 □ 通院介助（身体介護を 伴わない） □ 行動援護

□通院等乗降介助 □ 同行援護 □ 重度訪問介護 □ 移動支援

サ
ー
ビ
ス

２

援助項目 サービスの内容 留意事項

有効期限 平成２７年４月１日 ～ 平成２７年９月３０日

私は、上記居宅介護等計画書の内容に、同意いたしましたので受領します。

平成27年4月1日

利用者 印

代理人（代筆者） 印

Ｈ27・4月 移動支援に変更！
居宅介護等計画書 作成日 平成27年4月1日

利用者名 生年月日 住所 連絡先

萩原隼輝 様 平成8年6月17日（18歳）

〒321-4337

真岡市上高間木一丁目１９番地１２
TEL:

FAX:

本人（家族）の希望

買い物へ行きたい。駄菓子を買いに行きたい。自分の好きなコースを散歩したい。

（母）運動をしてほしい。外出に連れて行ってほしい（床屋など・・・・）

援助目標

社会のマナーやルールを意識しながら外出ができるようになる。 本人の「できる」を増やせるように
な声かけを行う。

支
給
量

□ 身体介護 時間 □ 通院介助（身体介護を伴う） 時間 □ 同行援護 時間

□ 家事援助 時間 □ 通院介助（身体介護を伴わない） 時間 □ 重度訪問介護 時間

□ 行動援護 時間 □ 通院等乗降介助 時間 ■ 移動支援 50 時間

【週間計画表】

時間 月 火 水 木 金 土 日・祝 備考
※今年４月～移動支援に
なる（以前は行動援護）
４月～すぎの芽への通所
が開始になる。
計画相談／

6:00

7:00

8:00

9:00

10:00
移動支援

11:00
ビスケット

↓

12:00
↓

↓

13:00
↓

↓

14:00
↓

↓

15:00
↓

↓

16:00
↓

17:00

18:00

19:00

20:00

21:00

作成者

（有）ケアサポートセンター ビスケット 管理者 サービス提供責任者 主たる担当ヘルパー

栃木県河内郡上三川町上三川5061-1
TEL:0285-56-3226

菅沼 功 印 川島 衛 印 工藤 優香 印

・今は散髪の支援もしています。床屋さんのいすに少しでも長く座れるように練習しています。



2016 （Ｈ28）



・パニックしてもいいじゃないか！
パニックは彼らの表現。何が原因かを観察する。

スタッフがパニックにならない。

・パニックや問題行動がおきたら会議。
どんな支援が必要なのかをみんなで考える。

・社会参加をめざして。
社会のルールを身につけて、ヘルパーと一緒に

行動範囲をひろげよう。

・支援者があきらめない！
私たちがあきらめたら終わり。

彼らの自立支援のために根気よく。

・小さいうちから始めよう！
小さいうちから他人の支援者とかかわることが大切。

最後に・・・



ご清聴ありがとうございました


